
玖珂中学校だより           令和４年１１月１８日発行 
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Everyone enjoys school life！！ 

玖珂中キャラクター 

くがまるくん 
 

第 21回やまぐち教育の日 

第 49回教育県民大会（岩国大会） 
  

 10 月 29 日土曜日に「やまぐち教育の日」「教育県民大会」岩

国大会が周東パストラルホールで開催されました。この大会は、

山口県内のいずれかの市町で毎年開かれているもので、今年は

岩国市の玖西地域で行われました。 

 県内各地からたくさんの参加者が集まる 

中、学校・園からの発表として、和木こども 

園、周東中学校、玖珂小中学校の発表が 

ありました。玖珂小中学校からは２校を代 

表して生徒会役員の 

三坂圭叶君、藤重現大君 が、昨年２年 

生の時に行った「ふるさと学習」を中心に、小中学校で地域の

方 方と関わりながら取り組んだ学校の活動について発表しました。 

２人とも大舞台に臆することなく、堂々とした態度で立派に発表し、参観者から「玖珂小中学校の発

表、とても良かったよ」という感想もいただきました。２人の息がピッタリ合っており、発表の言葉とパワ

ーポイントで流れる映像のタイミングがずれることなく進んだのも印象的でした。  

 

 

自分のお弁当を自分で作る！今年も「お弁当の日」を設定しました。健康な身体をつくり、元気に

生活していくために栄養バランスのとれた食生活をしていくことはとても大切ですね。そして何よりも

「食べる」ことは楽しみでもあり、安定した心豊かな生活をしていくための糧となります。お弁当作りを

通して、生徒たちは献立を考えたり、食事を作ったりすることの楽しさや大変さを感じることができた

と思います。教室をのぞくと、お弁当を嬉しそうに見せる生徒もいれば、ちょっと照れくさそうにする生

徒もおり、反応はまちまちでしたが、弁当作りを頑張った自分に満足している様子がうかがえました。

保護者の皆様には、材料準備や調理など様々な場面でアドバイスをいただい 

たことと思います。ご協力ありがとうございました。 

お弁当の日 



 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玖珂中プロジェクト：中学生の力を地域に発信 
 

10 月 29 日に総合センター「奏」で開かれた「子ども食堂」に 17 人の玖珂中生がボランティアとして参加しました。

この日は、子ども食堂のハロウィンパーティーで、ボランティアの生徒たちは、「絵本の読み聞かせ」「ハロウィン工作」

「お菓子がもらえるゲームコーナー」「お弁当やお米の受け渡し」などに分かれて活動しました。 

 仮装してパーティーを盛り上げながら、きちんと任された仕事をこなし、準備から片付け、掃除まで労をいとわず活動

する姿に、子ども食堂を運営されているスタッフの皆さんから、たくさんの感謝の言葉をいただきました。 中学生の力

が地域の活動の役に立ち、そしてボランティアに参加した中学生もとても楽しそうでした。「自分の力が誰かの役に立

つ」って、ステキですね！  

玖西駅伝  

 

今年の玖西駅伝には、野

球部、バスケットボール部男

子、サッカー部が参加し、力

走しました。各中継所では、た

くさんの方の声援を受けなが

ら、たすきをつなぎました。 

今回で、５１回目を迎えた吹奏楽部の定期演奏会が、子どもの

館で開かれました。 曲目の構成や演出なども３年生中心に工夫

を凝らしており、観客として来てくださった皆様も楽しいひとときを

過ごすことができたものと思います。また、３年生の中学校最後の

演奏となるこの日に、卒業生も応援に駆けつけ、アンコール曲を

一緒に演奏するなど、吹奏楽部の絆の強さを感じられる一面も見

られました。 

校門横にある時計台の時刻は、長い間 3分ほど早く表示されていました。この度、 

 やっとプログラム修正をすることができ、今は正しい時刻を示すことができています。 

   すると、何人かは、最初はちょっと戸惑いがあったと教えてくれました。そういえば、

長い時間をかけて少しずつズレてきたものをキチンと修正すると、逆に変に 

感じるということはよくあるなぁ･･･。 

コロナ禍や世界中の社会情勢の影響を受け、それぞれの時期に何を学 

ぶべきなのか、「学びの大切さ」ということも見失われそうにさえなります。 

でも、学校は、子どもたちと一緒にしっかり前を向いて、進歩していきたい 

です。                            校長のつぶやき 

 

子ども食堂ボランティア

吹奏楽部定期演奏会  


